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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第３四半期 106,645 7.6 15,629 3.0 16,719 0.0 10,201 1.4 

27年３月期第３四半期 99,149 0.3 15,173 △3.3 16,713 △3.0 10,060 1.6 
 
（注）包括利益 28年３月期第３四半期 8,569 百万円 （△16.7％）  27年３月期第３四半期 10,294 百万円 （18.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第３四半期 176.62 176.56 

27年３月期第３四半期 173.25 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年３月期第３四半期 177,995 111,163 61.7 

27年３月期 180,312 110,264 60.5 
 
（参考）自己資本 28年３月期第３四半期 109,862 百万円   27年３月期 109,049 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 50.00 － 50.00 100.00 

28年３月期 － 54.00 －     

28年３月期（予想）       54.00 108.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 142,500 7.1 20,700 8.7 22,500 6.7 13,300 △2.6 230.78 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細につきましては、【添付資料】Ｐ.５「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧く

ださい。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期３Ｑ 57,634,200 株 27年３月期 58,025,000 株 

②  期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 3,030 株 27年３月期 2,879 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 57,761,082 株 27年３月期３Ｑ 58,069,872 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、【添付資料】Ｐ．４「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月1日～平成27年12月31日、以下「当第３四半期」という）におけるわ

が国経済は、企業業績や雇用・所得環境の改善により、景気は緩やかな回復基調を続けているものの、中国をはじ

めとした新興国経済の成長鈍化に加え、原油価格の大幅下落などの海外要因から、景気の下振れが懸念されるなど

先行き不透明な状況で推移いたしました。

当カラオケ業界におきましては、ナイト市場は依然として漸減傾向で推移するものの、カラオケボックス市場で

は、大手事業者の積極出店により緩やかながら増加傾向が継続しております。また、成長が期待されるエルダー市

場の堅調な拡大もあり、市場全体のカラオケ稼働台数は僅かながら増加傾向で推移しております。

この様ななか、各事業におきましては諸施策を実施した結果、当第３四半期の業績は、売上高は106,645百万円

（前年同期比7.6％増）、営業利益は15,629百万円（同3.0％増）、経常利益は16,719百万円（前年同期比6百万円

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10,201百万円（同1.4％増）となりました。 

（百万円）

 
前第３四半期

累計

当第３四半期

累計
対前期増減 増減率

売  上  高 99,149 106,645 7,495 7.6％ 

営 業 利 益 15,173 15,629 455 3.0％ 

経 常 利 益 16,713 16,719 6 0.0％ 

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,060 10,201 140 1.4％ 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（業務用カラオケ） 

当事業におきましては、４年半ぶりとなるフラッグシップ新商品「ＬＩＶＥ ＤＡＭ ＳＴＡＤＩＵＭ」を昨年

４月に発売しました。スタジアムライブの圧倒的な臨場感を再現する「ライブサウンド」機能と、業界初の「デ

ュアルモニター」搭載によって進化した「音」と「映像」は市場からの高評価をもって迎えられ、好調な受注に

より市場投入は順調に推移いたしました。 

また、当期は安定的な収益基盤の強化を目指し、機器賃貸の出荷比重を高めることに注力いたしました。成長

分野として注力しているエルダー市場についても、稼働台数が堅調に増加し、ＤＡＭ稼働台数の増加に寄与いた

しました。 

以上の結果、新商品の発売による販売が好調に推移したことに加え、機器賃貸収入および情報提供料収入が着

実に増加し、売上高は前年同期比8.3％増加となりました。利益面におきましては、機器賃貸の先行コストが増加

したものの、営業利益は前年同期比5.1％の増加となりました。 

（百万円）

 
前第３四半期

累計

当第３四半期

累計
対前期増減 増減率

売  上  高 47,959 51,958 3,998 8.3％ 

営 業 利 益 10,541 11,077 536 5.1％ 
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（カラオケ・飲食店舗）

当事業におけるカラオケルームにおきましては、昨年４月に近畿・中部地域等でチェーン展開する店舗の事業

買収に加え、積極的な新規出店に注力いたしました。また、店舗の差別化施策として、ルーム内の音響や映像の

強化を図るとともに、一次会需要を取り込むためのパーティーコースの充実やレストランルームの増設に努めま

した。飲食店舗におきましては、顧客満足度の向上を図るため、提供するサービスの向上を目指し、エリア別に

教育店舗を設置するなど、従業員教育の強化に努めました。 

以上の結果、売上高は最大の商戦期である１２月が好調に推移するとともに、前期に出店した店舗と買収した

新店の売上寄与もあり、前年同期比8.5％増加となりましたが、営業利益は新規出店等による先行コストの増加

と、入替え導入を推進した新商品「ＬＩＶＥ ＤＡＭ ＳＴＡＤＩＵＭ」及びのれんの償却負担増の影響もあり、

前年同期比0.2％の減少となりました。 

（百万円）

 
前第３四半期

累計

当第３四半期

累計
対前期増減 増減率

売  上  高 39,690 43,070 3,379 8.5％ 

営 業 利 益 5,767 5,757 △10 △0.2％ 

 

（音楽ソフト） 

当事業におきましては、「水森かおり」や紅白初出場を果たした「三山ひろし」など安定した演歌作品に加え

て、「ソナーポケット」や「筋肉少女帯」などの作品が貢献いたしました。音楽配信がやや改善の兆しが見えた

ものの、音楽ＣＤ離れの風潮が加速するなど、事業環境は依然厳しい状況で推移しています。 

以上の結果、売上高は前年同期比2.5％減少し、これに伴い営業利益は前年同期比62.5％の減少となりました。 

（百万円）

 
前第３四半期

累計

当第３四半期

累計
対前期増減 増減率

売  上  高 6,560 6,398 △162 △2.5％ 

営 業 利 益 49 18 △31 △62.5％ 

 

（その他） 

当事業におきましては、ＢＧＭ放送事業において光回線を活用したＢＧＭ放送サービス「スターデジオ光」と

コンシューマー向けストリーミングカラオケサービスの拡販に努めるほか、不動産賃貸、パーキング事業などが

堅調に推移いたしました。

以上の結果、売上高は不動産賃貸収入等の増加により前年同期比5.7％増加し、営業利益はコスト低減効果など

により前年同期比24.5％の増加となりました。 

（百万円）

 
前第３四半期

累計

当第３四半期

累計
対前期増減 増減率

売  上  高 4,938 5,218 280 5.7％ 

営 業 利 益 909 1,132 222 24.5％ 
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2,317百万円減少し、177,995百万円と

なりました。 

増減の主なものとしては、流動資産では、その他に含まれる前払費用が1,177百万円増加し、現金及び預金が

7,867百万円及び受取手形及び売掛金が527百万円それぞれ減少しております。 

固定資産では、カラオケルーム及び飲食店舗設備が2,502百万円、カラオケ賃貸機器が2,282百万円、土地が

1,176百万円及びのれんが756百万円それぞれ増加し、投資有価証券が2,519百万円減少しております。 

負債の部につきましては、前連結会計年度末に比べ3,216百万円減少し、66,831百万円となりました。 

増減の主なものとしては、流動負債では支払手形及び買掛金が839百万円及び短期借入金が489百万円それぞれ増

加し、未払法人税等が3,262百万円及びその他に含まれる未払金が1,717百万円それぞれ減少しております。 

固定負債では、その他に含まれる長期未払金が801百万円及び長期借入金が317百万円それぞれ増加し、役員退職

慰労引当金が1,191百万円減少しております。 

純資産の部につきましては、前連結会計年度末に比べ899百万円増加し、111,163百万円となりました。 

これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加10,201百万円、剰余金の配当による利

益剰余金の減少6,013百万円、自己株式の取得による減少1,700百万円及びその他有価証券評価差額金の減少1,688

百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年５月11日に発表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（4）、連結会計基準等第44-５項（4）及び

事業分離等会計基準第57-４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

これによる、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（２）追加情報

（役員退職慰労引当金）

当社は、平成27年５月18日開催の取締役会において役員退職慰労金制度を廃止することを決議するとともに、平

成27年６月19日開催の定時株主総会において、本総会終結後に在任する役員については、これまでの在任期間に応

じた退職慰労金を各役員の退任時に支給することが承認可決されました。

これにより、当社の役員退職慰労引当金801百万円を全額取り崩し、固定負債のその他に含めて表示しておりま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 59,747 51,879 

受取手形及び売掛金 7,016 6,489 

たな卸資産 6,933 6,564 

その他 6,363 7,678 

貸倒引当金 △139 △136 

流動資産合計 79,920 72,475 

固定資産    

有形固定資産    

カラオケ賃貸機器（純額） 9,262 11,545 

カラオケルーム及び飲食店舗設備（純額） 17,236 19,738 

土地 26,339 27,516 

その他（純額） 5,554 5,912 

有形固定資産合計 58,393 64,712 

無形固定資産    

のれん 1,235 1,992 

その他 6,350 5,809 

無形固定資産合計 7,585 7,801 

投資その他の資産    

投資有価証券 13,263 10,743 

敷金及び保証金 14,392 14,424 

その他 6,844 7,922 

貸倒引当金 △87 △84 

投資その他の資産合計 34,413 33,006 

固定資産合計 100,392 105,520 

資産合計 180,312 177,995 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,723 5,563 

短期借入金 3,949 4,439 

未払法人税等 5,007 1,745 

賞与引当金 1,063 1,029 

その他 12,702 11,055 

流動負債合計 27,446 23,833 

固定負債    

社債 10,000 10,000 

長期借入金 23,161 23,479 

役員退職慰労引当金 2,426 1,235 

退職給付に係る負債 4,780 5,142 

その他 2,233 3,140 

固定負債合計 42,602 42,998 

負債合計 70,048 66,831 

純資産の部    

株主資本    

資本金 12,350 12,350 

資本剰余金 4,001 4,001 

利益剰余金 93,439 95,931 

自己株式 △8 △13 

株主資本合計 109,782 112,270 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 318 △1,370 

土地再評価差額金 △733 △733 

為替換算調整勘定 210 154 

退職給付に係る調整累計額 △528 △458 

その他の包括利益累計額合計 △733 △2,408 

新株予約権 - 54 

非支配株主持分 1,215 1,246 

純資産合計 110,264 111,163 

負債純資産合計 180,312 177,995 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 99,149 106,645 

売上原価 58,723 65,151 

売上総利益 40,425 41,493 

販売費及び一般管理費 25,252 25,864 

営業利益 15,173 15,629 

営業外収益    

受取利息 767 595 

その他 1,100 1,033 

営業外収益合計 1,868 1,629 

営業外費用    

支払利息 225 255 

その他 103 283 

営業外費用合計 329 539 

経常利益 16,713 16,719 

特別利益    

固定資産売却益 14 22 

投資有価証券売却益 173 - 

特別利益合計 187 22 

特別損失    

固定資産処分損 234 192 

減損損失 0 248 

特別損失合計 234 441 

税金等調整前四半期純利益 16,666 16,300 

法人税、住民税及び事業税 6,583 6,041 

法人税等調整額 △19 14 

法人税等合計 6,564 6,056 

四半期純利益 10,101 10,244 

非支配株主に帰属する四半期純利益 41 43 

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,060 10,201 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 10,101 10,244 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △6 △1,688 

為替換算調整勘定 124 △55 

退職給付に係る調整額 74 69 

その他の包括利益合計 192 △1,674 

四半期包括利益 10,294 8,569 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 10,252 8,526 

非支配株主に係る四半期包括利益 41 43 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 
 

業務用 

カラオケ 

カラオケ・ 

飲食店舗 
音楽ソフト 計 

売上高 47,959 39,690 6,560 94,211 4,938 99,149 － 99,149 

セグメント利益

（営業利益） 
10,541 5,767 49 16,358 909 17,268 △2,095 15,173 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＢＧＭ放送事業、Ｗｅｂ

事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,095百万円は、主に報告セグメントに帰属しない本社の管理部門における

一般管理費であります。

 

 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 
 

業務用 

カラオケ 

カラオケ・ 

飲食店舗 
音楽ソフト 計 

売上高 51,958 43,070 6,398 101,426 5,218 106,645 - 106,645 

セグメント利益

（営業利益） 
11,077 5,757 18 16,853 1,132 17,985 △2,356 15,629 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＢＧＭ放送事業、Ｗｅｂ

事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,356百万円は、主に報告セグメントに帰属しない本社の管理部門における

一般管理費であります。

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

 

- 10 -

㈱第一興商（7458）平成28年３月期　第３四半期決算短信


